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三 次 元 無秩 序 系 に於 け る局 在 度 Ⅰ
北 大 理 藤 田 武 彦
§1 序 論
前論文 1)では三次元An 占｡rs｡nmod,｡lに於いて局在変 L(E)をGr｡｡n関数の






























83 Fa11-0日 DistancetDegree ofLocalization
Thoulessの一次元An dersonmodelや対する fa11-Offdistance の定





卜uhP,′ u官 [ - - 1p











よ,i竺 Ni ln 刷 -O を用いたo< >は site l blら謝 状に
のびる着目する line 上の sample av.erageを表わす｡(3)によるとこ､で表われる
Green関数の ratio は S′ite Jに依存 しないから一般の siteN/に置き換えるこ
とができて
lp --<ln 圧 Gi'"I(E ' / Gi′_ 1N′(E) 〕 E-E P I, (5.･
が得 られるo fal卜 offdistance スp は局在度の定義に類似であるがこ､では平






≡ C(i, i/) (6)




- -< ln -GiN′(E)/ Gi_ 1Nノ(E)->
(7)
で与えられる｡量 }は系の端の site から出発して最大の振幅を与える site 迄の
line 上のquasi-amplitudeの増大の割合を与える｡エネルギーE 固有エネル
ギ Eーβに一致するときquasi-amplitude は固有振幅に一致 Llは対応する
Ifal卜 offdistance lpに等 しくなるoこ でゝさらに quasi-amplithdeの
state ratio Vi/vi+1に関して系は ergodicであると仮定するo即ち､ある





が得られる｡但し は ensemble average を表わす｡従って(8)で与えられる
fall-Offdistanceは degree of localizationの定義に一致する.
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